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夏休み中に実施しました『地域の安心・安全アンケート』について、突然のお

願いにも関わらずご協力をいただき、ありがとうございました。先日のPTA事務

局会議にていただいたご意見について確認し、『幸小学校安全マップ』の更新や

地域町会と連携した取組に活用していくこととなりました。また、ご意見の中に

あった、オタモイ地区の車道沿いの草刈やりんご通り付近の一時停止線の修復に

ついて、市へ要望をしたところです。 

学校には日々、保護者の方々はもちろん、地域の方や関係機関の方からも様々な連絡や相談をいただい

ています。その中で、保護者の方にいただいた相談から問題の早期解決につながる事例がありました。ま

た、学校の課題を進言していただき、今後に向けて子供達の現状に即した対応を講じるきっかけとなった

事例もありました。「先生、子供のことでちょっと聞いてほしいんだけど…。」「学級の様子でぜひ聞い

てほしいことがあって…。」そんな連絡や相談で職員が初めて気付くことや学校が動き出せることがたく

さんあります。幸小学校にはたくさんのサポーターがいることを実感するとともに、その存在こそが幸小

学校の大きな強みであることを再認識しました。本当にありがとうございます。 

２学期は８４日間に及びます。保護者の皆さんと嬉しいことや喜ばしいことを共有して前進することも

あれば、困難に遭って立ち止まり共に考えることもあると思います。本校の掲げるテーマ「Be Happy～

笑顔あふれる持続可能な学校～」のもと、今学期も幸小学校のすべての子供にとって安心・安全な学校づ

くりを、保護者、地域の皆さんと手を携えて進めて行きたいと考えております。 

今学期も、どうぞよろしくお願いいたします。 

２学期の始業式の中で、夏休み初日に起きた痛ましい交通事故に際して黙祷を行った後、『自分の命は

自分で守る』ことについて校長より講話がありました。「今この場にいる誰一人として命を落とすことが

あってはならない。」という強い願いを、子供達はしっかりと受け止めていました。その後、学級におい

ても、『地域の安心・安全アンケート』のご意見を反映して更新した『幸小学校安全マップ』をもとに、

危険箇所や危険行為について具体で触れながら、地域の実情に即した安全指導を行いました。 

ご家庭でも改めて、お子さんへの日常的な注意喚起と指導をお願いいたします。 



 例年より長かった今年の夏休み。３０日間の休み

を終え、学校には子どもたちの笑顔と歓声が戻って

きました。大きな事故やけががなく登校できたこと

をうれしく思います。体育館での始業式、校長先生

と児童会運営委員長のお話をしっかり聞き、元気よ

く校歌を歌って2学期のスタートを切りました。 
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全校で楽しんだ芸術鑑賞 
 今年度の芸術鑑賞は、世界中を旅するトラベリン

グバンド「ひのき屋」さんのライブ演奏を鑑賞しま

した。太鼓、ギター、篠笛、鍵盤ハーモニカ、ウッ

ドベースを中心とした楽器演奏とリズム感溢れる歌

が持ち味のバンドです。 

 子どもたちが太鼓の演奏に参加する場面があり、

挑戦した子たちは元気にがんばりました。最後は全

員が自由に動いたり踊ったりしながら、全校が一つ

になって音楽を楽しみました。 

２学期もがんばります！ 

 
【お知らせ・お願い】 
○2学期の水泳学習にもたくさんの保護者の方にご協
力をいただき、ありがとうございます。水泳学習も残
り数回となりました。どうぞよろしくお願いいたしま
す。 

福祉についての体験学習 

クーラーで過ごしやすく 

 8月27日、4年生が総合的な学習の時間に福祉

についての体験学習を行いました。今回の内容は

視覚に障がいのある方の擬似体験学習です。 

 学習の目的は「障がいについて理解を深めると

ともに、地域の中にはいろいろな個性を持つ人が

暮らしていることを知る」ということです。 

 子どもたちは二人一組になり、一人はアイマス

クを着用、一人は介助者となり、擬似体験と介助

の仕方を学びました。階段の上り下りする際に、

介助を行う方が優しく声をかけるなど、協力して

取り組む姿が立

派でした。小樽

市社会福祉協議

会の方にご協力

をいただき、有

意義な学習を進

めることができ

ました。 


